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「能登里山・山野草」発行にあたって 

この冊子は、令和元年度能登町特色ある公民館活動事業として取り組み、作成したものです。作成のき

っかけは旧柳田村学校教育研究会理科部会が撮影した村内の山野草アルバムが上町小学校の廃校・整理

の際に見つかりました。このアルバムには、「花が目立ってきれいだけれど正確にその名が知られていな

いもの、柳田村（当時）では稀有なもの」などが収められています。写真の撮影場所は柳田村全域にわた

っており、相当の熱意をもって取り組まれたことが伺えます。写真が撮影された時期は昭和６0 年（1985

年）で、３０余年が経過していることから、写真の劣化が進んでいるため、資料として残す必要性を感じ

ました。自生している高等植物は 800 種あるといわれますが、本誌の掲載は 113 種と 8 分の 1 にすぎま

せんが、地域の植生についての理解を促すという趣旨に重点を置き編集しました。現在、幸いにも掲載さ

れた全植物が生息していると推定しています。アルバムには、子供たちに 1 種類でも多く、正確な名前

を覚えて自然への関心を高めてほしいとの理科部会メンバーの願いが込められていることは疑いありま

せん。また、これが子供たちだけでなく大人の方々にも種の多様性の維持に目を向けていただく機会に

なれば幸いです。当時の理科部会のメンバーを以下にご紹介します。 

理科部長  表口 里信氏   

理科部員  武藤 清一氏 谷口 正成氏 坂井 典一氏 幸正 久志氏 浦 信一氏 

なお、本誌制作において、竹内 剛氏(上町)、当時部員の浦 信一氏(上町)、田中 和人氏(金沢市)に

ご協力を頂き感謝申し上げます。 

 

掲載植物一覧   (保護のため詳しい撮影場所は記載しません。) 

ミツバチグリ マルバマンサク キブシ シュンラン チゴユリ イチリンソウ ミヤマカタバミ 

ショウジョバカマ クサイチゴ タチツボスミレ スミレ ツボスミレ トキワイカリソウ スミレサイシン 

オオイワカガミ トキソウ エビネ クマガイソウ ササバギンラン キンラン ヒトリシズカ 

フタリシズカ ホウチャクソウ ヒメアオキ タムシバ ウワミズザクラ レンゲツツジ サイコクミツバツツジ 

ミツバアケビ ウラジロヨウラク ヤマツツジ サワオグルマ トウバナ ジシバリ ササユリ 

ウワバミソウ マタタビ キンキマメザクラ ヒゲノカズラ ヤマシャクヤク モウセンゴケ スイカズラ 

キンコウカ アカショウマ キクバドコロ ケナシヤブデマリ タニウツギ フジ ジャケツイバラ 

オオバギボウシ コイケマ コシジタビラコ ノハナショウブ ヒヨドリバナ ヤマホタルブクロ ヤマボウシ 

ウリノキ ノイバラ ヤマアジサイ ママコナ オトギリソウ ウツボグサ タケニグサ 

イワガラミ ムラサキシキブ アカメガシワ ネムノキ リョウブ クサギ ヤブラン 

クマヤナギ イタドリ ヤブガラシ トモエソウ ヤマゴボウ ネジバナ オニスゲ 

キカラスウリ ミズオトギリ イチヤクソウ ボタンヅル ヘクソカズラ ノササゲ ウバユリ 

オニドコロ オオイヌタデ ニガクサ ノカンゾウ ツチアケビ ヤブカンゾウ エゾリンドウ 

イボクサ ヒガンバナ カワミドリ キツネノカミソリ ツリフネソウ ベニバナボロギク ユウガギク 

イヌガンソク ダイモンジソウ クサソテツ コウヤワラビ ヤマヤブソテツ ヤマソテツ イワガネゼンマイ 

クジャクシダ キヨタケシダ トラノオシダ ベニシダ ミソシダ シシガシラ ジュウモンジシダ 

ヒメシダ 
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ミツバツチグリ 

バラ科キジムシロ属の

多年草。茎の高さは 15

～30cm になる。葉は 3

枚の小葉からなり、小葉

の形は長楕円形～卵形

で縁には鋸歯があり、葉

柄の基部には托葉がつ

く。花期は 4～5 月で、

花茎に黄色で径 10～

15mm の花を 10 数個

つける。 

 

 

 

 

 

キブシ 

本州の日本海側、北海道

に分布。林縁や谷、川岸

などにふつうに生える。

高さ 3～5m の落葉低

木。葉は互生、葉身は長

さ5.5～12cmの長楕円

形～卵形で先は尖る。 

3～4 月、 葉の展開前に

総状花序を出し、淡黄色

の花を密につける。 

キブシの変種で、葉裏の

葉脈に毛があるタイプ

をケキブシと呼ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ウィキペディア) 

生食、茹でて酢の物に利用。 

マルバマンサク 

マンサクの仲間は花が

咲いている時期には葉

がなく、葉を観察できる

時期には花がない。北海

道から日本海側、鳥取県

まで分布する落葉低木

で、多雪地帯に適応して

いる。葉全体が丸いとい

うより、先端が円頭であ

るという意味。 

 

 

 

 

 

 

シュンラン 

ラン科シュンラン属の

蘭で、土壌中に根を広げ

る地生蘭の代表的なも

のでもある。名称の由来

は「春蘭」で、春に咲く

ことから。花は 3～4 月

に咲く。前年の偽球茎の

根元から出て、葉の陰に

茎をのばし、その先端に

花が 1 個つくが、まれに

２～３個つくこともあ

る。 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/シュンラン
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チゴユリ 

イヌサフラン科チゴユ

リ属の多年草。日本各

地の平地から山地の落

葉広葉樹林に生える。

草丈 10～30cm、花は

白色。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真 AC／unic） 

 

 

キクザキイチリンソウ 

キンポウゲ科イチリン

ソウ属の多年草。本州か

ら九州の野山、木陰の草

むら、林地に生える代表

的な「春植物」。根茎は

横に這い、匍匐枝を出

す。花茎の高さ 10cm 程

度、径４cm ほどの花を

１個つける。花の色は白

～薄紫と変化がある。 

 

 

 

ミヤマカタバミ 

カタバミ科カタバミ属

の多年草。別名は、ヤマ

カタバミ、エイザンカタ

バミ。山地の林の下に生

える。太い根茎をもつが

分岐しない。柄の長い 3

つの小葉をもつ葉を根

生する。小葉の先端は切

形になり、中央がへこ

む。葉柄や葉の裏面、花

茎や萼、苞には細かい軟

毛が密に生える。３～4

月頃に白い 5 枚の花弁

の花を咲かせる。 

 

 

 

ショウジョウバカマ 

メランチウム科ショウ

ジョウバカマ属の多年

草。やや湿った場所に生

える。垂直分布が広く、

人里近くの田んぼの畦

道から高山帯の高層湿

原まで。葉は広い線形で

なめらか、根本から多数

出てロゼット状に平ら

に広がる。花茎の 

先端に横向きに花が付

く。花の色は生育場所に

よって、淡紅色、紫色、

白色と変化に富んでい

る。 
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クサイチゴ 

バラ科キイチゴ属の落

葉小低木である。別名、

ワセイチゴ（早稲苺）。

クサイチゴは背丈が 20

～60cm と低く、草本の

ように見えるため、この

ように呼ばれるが、実際

は木本である。  

全体に短い軟毛が密生

し、茎には小さい刺があ

る。花期は 3～4 月。花

は白色で、5 弁花。果実

は赤く食用となる。 

 

 

 

(ウィキペディア) 

 

タチツボスミレ 

スミレ科スミレ属の多

年草。日本で、ごく身近

に見られるスミレ類の

一つ。丸い葉と立ち上が

る茎が特徴。花期は 3 

～ 5 月。花茎は葉の間

から出て立ち上がり、先

端がうつむいて花を付

ける。花は典型的なスミ

レの花の形だが、スミレ

より丸っこく、花色は薄

い紫が普通。 花期が終

わると、葉の間から茎が

伸び始める。年は越さ

ず、春には地下茎から出

発する。 

 

 

 

 

 

 

スミレ 

スミレ科スミレ属の多

年草。 

平地に普通で、山間部の

道ばたから都会まで、都

会ではコンクリートの

ひび割れ等からも顔を

出す。  

花は４～５月、濃い紫

色。スミレ科スミレ属の

植物の総称でもある。 

 

 

 

ツボスミレ 

スミレ科スミレ属の植

物。ニョイスミレとも呼

ばれる。全体に小柄で、

茎はよく伸びて往々に

して地表を這い、花は匍

匐葉する茎の葉腋から

出て、花色は白で、上弁

は反り返る。葉は丸っこ

く、基部は深く心形にな

るので、全体としてはき

れいなハート形の葉で

ある。葉は柔らかく、緑

色でつやがなく、無毛。

葉の縁には粗くて背の

低い鋸歯がある。  

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Viola_grypoceras2.JPG
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トキワイカリソウ 

メギ科イカリソウ属の

多年草。花は４～５月で

白色。葉は冬も枯れずに

春まで残る。名は花の形

から錨を連想したもの

といわれる。林下に普通

に見られる。日本海側に

分布し、雪どけすぐに光

合成を始められる越冬

葉は，豪雪地帯では都合

がいい。 

 

 

 

 

(ウィキペディア) 

 

スミレサイシン 

多年草、スミレ科スミレ

属の多年草。 

日本海側のあまり高く

ない山地が主体で、半日

陰の落葉樹林下などを

好む。草丈は 5～15cm。

葉は先がつまんだよう

にとがった心形で長さ

5～8cm。両面とも緑色

で、やや厚く、ほとんど

無毛。花期には基部がよ

く展開していないこと

が多い。花のあとの葉は

大型。 

 

 

 

 

 

(ウィキペディア) 

 

オオイワカガミ 

イワウメ科イワウチワ

属の多年草。山地の林床

や岩場に生育する常緑

の多年草。 

茎は短く地表をはい、先

に数個の葉を束生する。 

葉は長い柄があり、革

質、円形で 3 角状の鋸歯

が多数あり、長さ幅とも

に 8～12cm、表面に光

沢がある。和名はそれを

鏡に見たてたもの。 

花茎は束生する葉の中

央から伸び、先に数個の

花からなる総状花序を

つける。 

 

 

 

 

希少 

トキソウ 

ラン科トキソウ属の多

年草。湿地に生える。花

期は 5～7 月、茎頂に紅

紫色の花を 1 個つける。

和名は花の色がトキの

翼の色であるトキ色に

似ていることに由来す

る。花は横を向き、大き

く開かない。 

https://matsue-hana.com/Graphics/lgal/40661.jpg
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希少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エビネ 

ラン科エビネ属の多年

草。地上性のランであ

る。ジエビネ、ヤブエビ

ネと呼ばれることもあ

る。花は春咲きで、新芽

の展葉とともに高さ 30

～40cm の花茎を伸長

させる。秋には翌年の新

芽を生じ、冬までに少し

生長してから越冬する。 

 

希少 

クマガイソウ 

ラン科アツモリソウ属

に分類される多年草。大

きな花をつけ、扇型の特

徴的な葉をつける。  

和名の由来は、アツモリ

ソウともに、膨らんだ形

の唇弁を昔の武士が背

中に背負った母衣に見

立て、源平合戦の熊谷直

実（くまがい なおざね）

と、一ノ谷の戦いで彼に

討たれた平敦盛（たいら 

の あつもり）にあてた

ものである。 

 

 

 

希少 

ササバギンラン 

ラン科キンラン属の多

年草。花期は５～６月

で、白色の花を穂状花序

に数個つける。花は開か

ない。  

希少 

キンラン 

ラン科キンラン属の多

年草。和名の「金蘭」は

黄色（黄金色）の花をつ

けることに由来する。山

や丘陵の林の中に生え

る地上性のランで、高さ

30～70cm の茎の先端

に４月～６月にかけて

直径１cm程度の明るく

鮮やかな黄色の花を総

状につける。花は全開せ

ず、半開き状態のままで

ある。 
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ヒトリシズカ 

センリョウ科チャラン

属の多年草。山地の林

内、林縁に自生、群生す

る。草丈 10～30cm、葉

は４枚が輪生状に付き、

光沢があり、縁に鋸歯ヶ

ある。花期４～５月、茎

の先に１本の穂状花序

を出し、ブラシ状の小さ

な白い花を付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

ホウチャクソウ 

ユリ科チゴユリ属の多

年草。 日本全国に分布

する。雑木林などの樹間

のひらけた場所に群生

する。初夏に地味だが白

から緑へのグラデーシ

ョンが美しい花をつけ

る。茎は上部で枝分かれ

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ウィキペディア) 

 

 

フタリシズカ 

センリョウ科センリョ

ウ属の多年草。  

山林の比較的暗い場所

に分布する。花期は 4～

6 月。茎の先に数本（2

本が多い）の穂状花序を

出し、小さな白い花をつ

ける。葉は 2 対 4 枚が

ややずれてつく。和名

は、2 本の花序を、能楽

「二人静」の静御前とそ

の亡霊の舞姿にたとえ

たもの。ヒトリシズカと

対を成す。 

 

 

 

ヒメアオキ 

ガリア科アオキ属の常

緑低木。暖温帯林下に自

生するアオキの日本海

側多雪地帯型の変種で、

アオキよりひとまわり

小さい。幹は直立せず積

雪にまかせるように横

這いし、葉がつく部分で

斜めに立ち上がる。  

葉の形は長楕円形で、葉

の縁には粗い鋸歯があ

る。 花期は 3～5 月。 

果実は秋頃から赤く熟

し、翌年の開花の頃まで

つく。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/ヒメアオキ


- 8 - 

 

 

 

(ウィキペディア) 

タムシバ 

モクレン科モクレン属

の落葉小高木。別名を

「ニオイコブシ」とい

い、花には芳香がある。

早春に白い 6 弁花を葉

に先立って咲かせる。 

他に「カムシバ」の別名

をもつ。こちらは「噛む

柴」で、葉を噛むとキシ

リトールのような甘味

がするためにこの名前

がついた。花はコブシに

似るが、コブシが花の下

に葉が一枚ついている

のに対し、タムシバは花

の下に葉がない。 

 

 

 

 

ウワミズザクラ 

バラ科ウワミズザクラ

属の落葉高木。 和名は、

古代の亀卜（亀甲占い）

で溝を彫った板（波波

迦）に使われた事に由来

する。山野に自生し、日

照と小川沿いなど湿潤

した環境を好む。 

樹高は約 10～ 15 ｍ。 

樹皮は灰～ 褐色。小枝

の多くは落葉後に落ち

る。 

 

サイコクミツバツツジ 

関東、近畿地方及び九州

の低山に見られるツツ

ジの一種。数多いツツジ

の仲間のうち最も早く

開花し、早春の山を彩

る。地域差による品種や

変種が非常に多く、正確

に分類するのは困難と

されるが、基本種のミツ

バツツジは雄しべが５

本、それ以外の多くは

10 本であるため比較的

見分けやすい。 

葉の付け根付近に毛が

あること、10 本の雄し

べには長短があること

が特徴。 

 

 

 

レンゲツツジ 

ツツジ科ツツジ属の落

葉低木で有毒植物。花は

５月、やや大きく、橙色。

つぼみの様子が蓮華に

見えることから名付け

られたという。「ウマツ

ツジ」、「ベコツツジ」な

どの別名もある。 

https://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%bf%e3%83%a0%e3%82%b7%e3%83%90&id=AC7320FC20DA55CABD59AD3BAC822D83F81DD4A7&FORM=IQFRBA
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ミツバアケビ 

アケビ科アケビ属の落

葉性つる性木本。3 枚の

小葉があることからミ

ツバアケビとよばれる。 

つるの繁殖力が強く、茎

が他の樹木にからんで

這い上がる。果実は熟す

ると裂け、中の果肉は甘

くて食べられる。茎は太

いもので直径 2cm にな

る。 

 

 

ウラジロヨウラク 

ツツジ科ヨウラクツツ

ジ属の落葉低木。高さは

1～2m。葉の裏が緑白

色をしている。 

花期は 5～７月。花は白

っぽい淡紅色で壷型を

しており下垂してつき、

長さ 11～14mm。先端

が浅く５裂し外側へ反

っている。  

和名「裏白瓔珞」の由来

は、花の様子が仏像が身

につけている装身具（瓔

珞・ようらく）に似てい

ること、葉の裏が白いこ

とから付けられた。 

 

 

 

 

 

ヤマツツジ 

ツツジ科ツツジ属の半

落葉低木。高さは 1～

5m になり、若い枝には

淡褐色の伏した剛毛が

密生する。林下に普通に

みられる。花は赤色。葉

は互生し、葉柄は長さ 1

～3mm になる。春葉と

夏葉の別があり、春葉は

春に出て秋に落葉し、夏

葉は夏から秋に出て一

部は越冬する。 

 

サワオグルマ 

キク科キオン属の多年

草。日当たりのいい山野

の湿原、水辺、耕作放棄

水田、水田脇などに自生

する。  

径３cm～４cm 程の黄

色の花を数個から 30 個

程度つける。花期は４月

から６月頃。 
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トウバナ 

シソ科トウバナ属の小

形多年草。畑や路傍に生

える。四角く、立ち上が

る花序に輪生状に多数

の段に花をつける。茎は

細くて基部で分枝して

束になり、下の方は横に

這って広がり、先端では

立ち上がって高さ 10～

30cm になる。花期は 5

～8 月。花序は茎の先

端、及び葉腋から出て立

ち上がる。 

 

 

 

 

 

 

ジシバリ 

キク科ニガナ属の多年

草。花は黄色。茎は地を

這う。「ジシバリ」は、地

面を這うように伸びて

広がる様子が、地面を縛

っているようにみえる

ことに由来する。岩の上

にも生えることができ

るニガナという意味で

ある。別名、イワニガナ

（岩苦菜） 

 

 

 

 

 

 

乱獲により減少傾向にある 

 

 

 

 

 

 

 

ササユリ 

ユリ科ユリ属の球根植

物。日本特産で日本を代

表するユリである。5 月

～7 月頃に淡いピンク

色の花を咲かせる。花粉

の色は赤褐色である。葉

や茎が笹に似ているこ

とからこの名がある。 

 

 

 

茹でて叩くとネバネバに 

アクが無いので重宝する 

酢の物、和え物、漬物に 

ウワバミソウ 

イラクサ科ウワバミソ

ウ属の多年草。別名、ミ

ズナ、ミズともよばれ、

山菜としても珍重され

る。名称の由来は、野生

場所がウワバミ（大蛇）

の住みそうな所に生え

ている草という意味。葉

の葉脈が左右非対称な

ことから、当地ではカタ

ハと呼ぶ。 
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半夏生のころ実を採取し、漬

物やマタタビ酒にする。 

 

(ウィキペディア) 

 

マタタビ 

マタタビ科マタタビ属

の落葉蔓性木本である。

別名夏梅ともいう。6 月

から 7 月に径 2cm ほど

の白い花を咲かせる。一

説に、「疲れた旅人がマ

タタビの実を食べたと

ころ、再び旅を続けるこ

とが出来るようになっ

た」ことから「復（また）

旅」と名づけられたとい

うが、典型的な民間語源

あるいは単なる流言飛

語の域を出ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キンキマメザクラ 

バラ科の落葉小高木。本

州の中部地方以西、近

畿、中国地方に分布する

マメザクラの変種。高さ

３～５ｍ。葉は倒卵形な

いし広倒卵形、長さ４～

８cmでマメザクラより

大きい。花は白色か淡紅

色で萼筒(がくとう)は

細長く８～９mm。 

 

 

 

 

 

 

 

(ウィキペディア) 

ヒカゲノカズラ 

ヒカゲノカズラ植物門

に属する代表的な植物

である。蘿（かげ）とい

う別称もある。広義のシ

ダ植物ではあるが、その

姿はむしろ巨大なコケ

を思わせる。 

山野に自生する多年草

で、カズラという名をも

つが、つる状ながらも他

の植物の上に這い上る

ことはなく、地表をはい

回って生活している。 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Actinidia_polygama.JPG
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Zuk.w.lesie.JPG
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希少     (ウィキペディア) 

 

 

 

ヤマシャクヤク 

ボタン科ボタン属の多

年草。開花時期は 4～6

月。花が開いているのは

3～4 日程度。秋に実が

熟すと結実しない赤色

と結実した黒色の種子

ができる。和名の由来

は、山地帯に生え全体が

シャクヤクに似ている

ことによる。 

 

 

 

(ウィキペディア) 

 

 

 

 

 

モウセンゴケ 

モウセンゴケ科モウセ

ンゴケ属の多年草。食虫

植物の一種で、葉にある

粘毛から粘液を分泌し

て虫を捕獲する。花は６

～８月、白。花序は一方

に傾く。湿った所に生え

る。 

 

スイカズラ 

スイカズラ科スイカズ

ラ属の常緑つる性木本。

別名、ニンドウ（忍冬）。

冬場を耐え忍ぶ事から

この名がついた。花は 5

～7 月に咲き、甘い香り

がある。初め白く、後に

黄変する。 

 

希少 

キンコウカ 

キンコウカ科キンコウ

カ属の多年草。葉は根生

し、形はアヤメのような

剣状線形。花期は 7 月～

8 月で、花茎の上に花被

片 6 枚の星型の黄色い

花を総状につけ、下方か

ら開花していく 

 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Paeonia_japonica_flower.JPG
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Drosera_rotundifolia_Orchi_05.jpg
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(ウィキペディア) 

 

 

 

 

 

 

 

アカショウマ 

ユキノシタ科チダケサ

シ属の多年草。落葉広葉

樹林の林縁などに生育

する。地下に太い根茎が

あり、株を形成して生育

する。花は５～６月、白。

花序の枝は分枝しない。 

 

キクバドコロ 

ヤマノイモ科ヤマノイ

モ属の多年草。花は 6 月

～7 月。山地や丘陵地の

林内や林縁部に生える

蔓性の多年草で、雌雄異

株。葉は５～７裂する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケナシヤブデマリ 

スイカズラ科ガマズミ

属の落葉低木。高さ２～

４ｍ、樹皮は灰黒色、葉

は対生。本州の東北地方

～北陸地方の日本海側

の山野の谷沿い、川沿い

に多く自生する日本固

有種。 

花は、４～６月枝先に 5

～10cm の白花を散房

花序につける。 

 

 

(ウィキペディア)  

タニウツギ 

スイカズラ科タニウツ

ギ属の落葉小高木で、田

植えの時期に花が咲く

ので「田植え花」として

も知られる。新緑の中で

咲くピンクの花はひと

きわ映えて見えるので

見つけやすい。花期は 5

～6 月。今年枝の先端か

葉腋に散房花序をつけ、

花冠の内側より外側の

色が濃く、開花している

ものより蕾のほうが濃

い。 

 

 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Weigela_hortensis_11.JPG
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フジ 

マメ科フジ属のつる性

落葉木本。  

一般名称としての藤に

は、つるが右巻き（上か

ら見て時計回り）と左巻

きの二種類がある。右巻

きの藤の標準和名は「フ

ジ」または「ノダフジ」、

左巻きの藤の標準和名

は「ヤマフジ」または「ノ

フジ」である(牧野富太

郎の命名による)。 

 

 

 

 

ジャケツイバラ 

マメ科ジャケツイバラ

属のつる性の落葉低木

の植物。高さ 1～2 m に

なるつる植物で、茎と葉

軸の裏面に鋭く丈夫な

逆刺をもつ。若い茎には

柔らかい毛を生じるが、

後に無毛となり、棘は次

第に強く発達する。 

 

 

 

 

若芽、茎は和え物、おひたし 

しるの実、煮物に。 

花は酢の物、サラダとして。 

オオバギボウシ 

キジカクシ科ギボウシ

属の多年草。別名は多

く、トウギボウシ、ハヤ

ザキオオバギボウシ、ウ

ノハナギボウシ、ウツリ

ギボウシ、アツバギボウ

シ。花は７～８月、淡紫

色。花茎は葉よりはるか

に高くのび、多数の花を

つける。葉は根生し広く

大きい。山地や崖地のや

や湿った所に多く見ら

れる。 

 

 

 

 希少 

 

コイケマ 

キョウチクトウ科イケ

マ属のつる性多年草。 

茎を切ると白い乳液が

でる。花期は７～８月、

淡黄色。山に生え、少な

い。 
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コシジタビラコ 

小形の多年草。山の水辺

に生える。花序は初めに

巻いている。花は下方か

ら咲き、るり色。東北地

方から中部地方にかけ

ての日本海側に分布し、

名前もこれに由来しま

す。見た目にはちがいが

分からないが、４つずつ

まとまってつく果実そ

れぞれの上側を縁取る

ように付属体がある。 

 

 

 

 

希少    (ウィキペディア) 

 

 

ノハナショウブ 

アヤメ科アヤメ属の多

年草。園芸種であるハナ

ショウブ（花菖蒲）の原

種である。花期は 6 月～

7 月で、赤紫色の花びら

の基部に黄色のすじが

入るのが特徴。湿地に生

える。 

 

 

 

 

(ウィキペディア) 

ヒヨドリバナ 

キク科ヒヨドリバナ属

の多年草。花は７～９

月、白い筒状花をつけ

る。林道の脇、草原や渓

流沿いなどの日当たり

の良い場所に自生する。

ヒヨドリが鳴く頃に開

花することから、この和

名になったもよう。 

フジバカマに似ている

が、フジバカマの葉は３

裂していが、本属は裂け

ないので区別できる。 

 

(ウィキペディア) 

 

 

白花 

ヤマホタルブクロ 

キキョウ科ホタルブク

ロ属の多年草。花は６～

７月で白から淡紫色と

変化がある。由来は提灯

を意味する火垂（ホタ

ル）からきている説が有

力。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E3%83%8E%E3%83%8F%E3%83%8A%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%82%A6%E3%83%9602_Iris_ensata_var._spontanea.JPG
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Eupatorium_makinoi1.jpg
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(ウィキペディア)  

ヤマボウシ 

ミズキ科ミズキ属の落

葉高木。花は６～７月に

開き、淡黄色で小さく、

多数が球状に集合し、そ

の外側に大形白色の総

包片が４枚あり、花弁の

ように見える。 果実は

集合果で９月頃に赤く

熟し、直径１～３cm で

球形、食用になる。果肉

はやわらかく黄色から

オレンジ色でありマン

ゴーのような甘さがあ

る。果実酒にも適する。  

 

 

 

 

ウリノキ 

ウリノキ科ウリノキ属

の落葉小高木～低木。和

名は、葉の形態がウリに

似ていることに由来す

る。中国名は、八角楓。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノイバラ 

バラ科バラ属の落葉性

のつる性低木。日本のノ

バラの代表的な種。沖縄

以外の日本各地の山野

に多く自生する。ノバラ

（野薔薇）ともいう。花

期は 5～6 月。枝の端に

白色または淡紅色の花

を散房状につける。花に

は香りがある。秋に果実

（正確には偽果）が赤く

熟す。 

 

 

 

 

 

 

ヤマアジサイ 

アジサイ科アジサイ属

の落葉低木。山中で沢に

よく見られることから、

サワアジサイとも呼ば

れる。  

花は、周囲にがくの大形

の装飾花と中に多数の

両性花が集まって咲く。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Yamabousi_tubomieda.jpg
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希少 

ママコナ 

ハマウツボ科ママコナ

属の一年草。山地の林縁

などの乾いた場所に生

育する半寄生植物。花弁

に２つ並んだ白い膨ら

みが米粒のように見え

ること、または、若い種

子が米粒に似ているこ

とが和名の由来の説と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

オトギリソウ 

オトギリソウ科オトギ

リソウ属の多年生植物。

茎の先に黄色の花をつ

ける。葉に黒点がある。

この草を原料にした秘

薬の秘密を漏らした弟

を兄が切り殺したとい

う平安時代の伝説によ

るものである。 

 

 

ウツボグサ 

シソ科ウツボグサ属の

多年生。花期は５～７月

頃で、茎の先端に３～８ 

cmの角ばった花穂をつ

け、紫色の唇形花を密集

して穂の下から上へと

順に咲かせる。茎は四

色、葉は対生。花が終わ

ると、夏には花穂は暗褐

色に変化し、一見枯れた

ように見えるところか

ら、別名を夏枯草（かご

そう）ともよばれる。 

 

 

 

 

 

タケニグサ 

ケシ科タケニグサ属の

大形の多年草。日当たり

のよい草原、空地などに

よく見られる雑草で伐

採後の裸地によく生え

る。有毒。茎や葉に黄褐

汁がある。葉の裏面は白

い。 
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イワガラミ 

アジサイ科イワガラミ

属の落葉つる性木本。名

前のとおり、幹や枝から

気根を出して高木や岩

崖に付着し、絡みながら

這い登り、高さ 10～15

ｍくらいになる。花期は

６月～7 月で、小さなや

やクリーム色の両性花

が集まる花序のまわり

に、白色の装飾花が縁ど

る。装飾花は花弁状の萼

片が 1 枚しかない。 

 

ムラサキシキブ 

シソ科ムラサキシキブ

属の落葉低木である。日

本各地の林などに自生

し、また果実が紫色で美

しいので観賞用に栽培

される。 

花は淡紫色の小花が散

房花序をつくり、6 月頃

咲く。秋に果実が熟すと

紫色になる。 

名前の由来は平安時代

の女性作家「紫式部」だ

が、この植物にこの名が

付けられたのはもとも

と「ムラサキシキミ」と

呼ばれていたためと思

われる。「シキミ」とは

重る実＝実がたくさん

なるという意味。 

 

 

 

 

 

(ウィキペディア) 

アカメガシワ 

トウダイグサ科アカメ

ガシワ属の落葉高木。新

芽が鮮紅色であること、

そして葉が柏のように

大きくなる。柏が生息し

ていない地域で、この木

の葉を柏の葉の代用と

して柏餅を作ったこと

からアカメガシワと呼

ぶようになったとの説

も。古名は楸(ひさぎ)。

いわゆる「万葉植物」に

数えられる。 

 

 

ネムノキ 

マメ科ネムノキ属の落

葉高木。別名、ネム、ネ

ブ。葉は２回偶数羽状複

葉。花は頭状花序的に枝

先に集まって夏に咲く。

淡紅色のおしべが長く

美しい。香りは桃のよう

に甘い。果実は細長く扁

平な豆果。和名のネム、

ネブは、夜になると葉が

閉じること（就眠運動）

に由来する。 
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リョウブ 

リョウブ属の落葉小高

木である。若葉は山菜と

され、庭木としても植え

られる。古名ハタツモ

リ。高さは 3～7m にな

る。樹皮は表面が縦長な

形に剥げ落ちて、その後

茶褐色で滑らかになる

ので、「サルスベリ」と

呼ぶ地方もある。花は夏

に咲き、花弁は白く 5 裂

する。枝先の長い総状花

序に多数の花をつけよ

く目立つ。果実はさく果

で 3 つに割れる。 

 

 

 

ヤブラン 

キジカクシ科ヤブラン

属の多年草。山野の林

内、樹下に生える。草丈

30～60cm、花は７～９

月、株の葉の間から多数

の花茎が立つ。淡紫色の

小さな花が固まって咲

き、８～12cm の穂状と

なる。 

 

 

 

(ウィキペディア) 

 

 

 

 

 

 

 

クサギ 

日当たりのよい原野な

どによく見られるシゾ

科クサギ属の落葉小高

木。葉に悪臭があること

からこの名がある。花は

8 月頃咲く。花弁は白、

がくは、はじめ緑色、し

だいに赤くなり甘い香

りがある。昼間は大形の

チョウが、日が暮れると

大形の蛾がよく訪花し、

受粉にあたる。果実は紺

色の液果で秋に熟し、赤

いがくが開いて残るた

めよく目立つ。 

 

 

 

クマヤナギ 

クロウメモドキ科クマ

ヤナギ属のつる性落葉

低木、冬は葉を落とし、

黒々とした幹やつるが

クマを連想するところ

からクマヤナギの名が

付くが、ヤナギとは別の

種の植物である。果実は

甘みがあり、生食もでき

るが、果実酒の材料にす

ることが多い。つるは粘

りがあり硬く強靭なこ

とから、雪靴のすべり止

めのかんじきなどの材

料に用いられた。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Clerodendrum-trichotomum.JPG
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Clerodendrum_trichotomum,_Vancouver.jpg
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(ウィキペディア) 

 

イタドリ 

タデ科タデ属の多年生

植物。別名は、スカンポ

(酸模)。若い茎は柔らか

く、春頃の紅紫色でタケ

ノコ状の新芽は食用に

なり、根際から折り取っ

て採取して皮をむき山

菜とする。当地ではイタ

ズイコと呼ぶ。 

 

ヤブカラシ 

ブドウ科ヤブガラシ属

の多年草。つる植物で、

日本ではよく見かけ、藪

や荒地に普通に見られ

る。  

和名は藪を覆って枯ら

してしまうほどの生育

の旺盛さを示している。

別名ビンボウカズラ（貧

乏葛）とも呼ばれ、庭の

手入れどころではない

貧乏な人の住処に生い

茂るなどの意味に解釈

されている。 

 

 

 

 

 

希少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トモエソウ 

オトギリソウ科オトギ

リソウ属の多年草。花期

は７～９月で、径５cm、

花弁５個の大きな黄色

の花を茎や枝の先につ

ける。花は巴形のゆがん

だ形をしており、和名の

由来となっている。 

 

希少 

ヤマゴボウ 

ヤマゴボウ科ヤマゴボ

ウ属の多年草。人家付近

にはえる。根は肥大し、

円柱形。茎は太く、直立

し、高さ１ｍ内外とな

り、大型で楕円形の葉を

互生する。花序は直立

し、果実は黒紫色。有毒

植物。近縁のヨウシュヤ

マゴボウは北米原産で、

花穂や果穂は下垂する。

市街地にはこの方がふ

つうに見られる。 

なお、ヤマゴボウの漬物

として販売されている

ものは、モリアザミの根

（アザミ）。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Fallopia-japonica(Staude).jpg
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白花もある 

ネジバナ 

ラン科ネジバナ属の小

型の多年草。別名がモジ

ズリ（綟摺）。湿ってい

て日当たりの良い、背の

低い草地に良く生育す

る。花色は通常桃色で、

小さな花を多数細長い

花茎に密着させるよう

につけるが、その花が花

茎の周りに螺旋状に並

んで咲く「ねじれた花

序」が和名の由来であ

る。 

 

 

 

 

 

希少 

オニスゲ 

カヤツリグサ科スゲ属

の多年草。大きくて先の

尖った果胞を短い小穂

に密生して着ける。和名

は鬼スゲの意味で、大型

の果胞に基づく。また別

名をミクリスゲといい、

これは果穂の形がちょ

うどミクリ類の果穂に

似ていることによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キカラスウリ 

ウリ科カラスウリ属の

植物で、つる性の多年

草。花は白く、６月９月

にかけての日没後から

開花し、翌日午前中から

午後まで開花し続ける。

果実は熟すと黄色くな

る。雌雄異株である。皮

層を除いた塊根は栝楼

根（カロコン）という生

薬（日本薬局方に記載）

で、解熱、止渇、消腫な

どの作用がある。 

 

 

 

ミズオトギリ 

オトギリソウ科ミズオ

トギリ属の多年草。地下

茎は帯紅色で、匍匐し、

分枝してふえる。花期は

８～９月。茎先および各

葉腋に短い柄のある花

序をつけ、少数の花をに

つける。花は淡紅色で直

径約１cm になり、午後

に開き、夕方にしぼむ。

湿地に群生する。 
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イチヤクソウ 

ツツジ科イチヤクソウ

属の常緑の多年草。林下

に生える。花期は６～７

月。葉の間から長さ 15

～20cm になる花茎を

伸ばし、総状花序をつ

け、３～10 個の花がつ

く。和名「一薬草」の由

来は、花期の全草を乾燥

させたものが民間薬と

されたためという。 

 

 

 

 

 

ボタンヅル 

キンポウゲ科センニン

ソウ属の落葉つる性半

低木。夏に白色の花をつ

ける。有毒植物。和名の

「牡丹蔓」は、葉の様子

がボタン（牡丹）に似、

つる性であることから

ついた。 

 

 

 

(ウィキペディア) 

 

 

 

 

ヘクソカズラ 

アカネ科ヘクソカズラ

属の蔓（つる）性多年草。

広く山野にはえる。葉や

茎に悪臭があることか

ら屁屎葛（ヘクソカズ

ラ）の名がある。古名は

クソカズラ（糞葛・屎

葛）。干して果実を薬用

とする。ただ、生の果実

は悪臭があるが、乾燥し

たものは不思議と臭い

が消えるため、乾燥した

ものを使うことのほう

が多い。 

 

 

 

 

 

 

ノザサゲ 

マメ科ノササゲ属の多

年草。別名：キツネササ

ゲ。日当たりのあまり良

くない林縁部や林内に

生える蔓性の多年草。花

は８～９月、細身なマメ

科らしい形状で、鮮やか

な黄色。実は熟すと紫色

に色づく。 
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ウバユリ 

ユリ科ウバユリ属の多

年草。山地の森林に多く

自生する。ユリに似た花

をつけるが、葉は大きく

ユリとは異なる。花期は

７～８月であり、花が満

開になる頃には葉が枯

れてくることが多いた

め、歯（葉）のない「姥」

にたとえて名づけられ

た。 

 

 

 

(ウィキペディア) 

 

オニドコロ 

ヤマノイモ科ヤマノイ

モ属で、ツル性の多年

草。葉は互生する。根茎

は横に這い、ひげ根が多

い。山芋や自然薯と同じ

仲間。名前の由来は不明

だが、漢字の由来ははっ

きりしている。根茎から

生えている根が老人の

ヒゲのように見えるこ

とから、野山の老人で

「野老（トコロ）」とな

り、「鬼野老」と漢字が

あてられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ウィキペディア) 

 

 

オオイヌタデ 

タデ科タデ属の一年

草。別名アカマンマ 

道ばたや畑、荒地などに

ごく普通に生える高さ

２０～５０ｃｍ。 

茎は普通赤みを帯び、下

部は地を這う。花序は長

さ１～５ｃｍで紅色の

小さな花を多数つける。 

小さな赤色の花を赤飯

に見立ててアカマンマ

と呼び、子どもがままご

とに使った。 

 

 

 

ニガクサ 

シソ科ニガクサ属の多

年草。木陰に生え、夏に

淡紅色の花の穂をつけ

る。茎は四角、葉は対生。

花期は７～９月で、茎の

先端に花序を集中させ

る。ちなみに噛んでも苦

くはない。 

https://matsue-hana.com/Graphics/lgal/27425.jpg
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若芽は食用に 

ノカンゾウ 

ユリ科ワスレグサ属の

多年草。根茎は太くて、

肥厚部がある。葉は根生

し、2 列に並び、線形で、

7～8 月、茎上部に二分

する花穂をつけ、10 個

ほ ど の 黄 赤 色 の 花 を

次々に開く。花はややユ

リに似た 6 弁花で、朝に

花を開き、午後にはしぼ

む。山菜として食用にも

なる。 

 

(ウィキペディア) 

 

希少    (ウィキペディア) 

 

 

 

ツチアケビ 

ラン科ツチアケビ属。森

林内に生育するラン科

植物である。腐生植物

（菌従属栄養植物）で葉

緑素をもたない。非常に

草たけが高く、大きな真

っ赤な果実がつくので、

大変人目を引く植物で

ある。日本固有種。別名

ヤマシャクジョウ（山錫

杖）。和名は果実がアケ

ビ形で地面から生える

アケビの意であると考

えられる。 

 

 

若芽、花は食用に 

根は生薬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤブカンゾウ 

ユリ科レグサ属の多年

草。花期は６～７月。花

は重弁で夏の盛りに咲

く明るいオレンジ色の

花は、どこでも見掛け

る。春の若芽は山菜とし

て食用にもなる。紡錘状

に連なった根は、生薬

「萱草根（かんぞうこ

ん）」で、漢方では利尿、

涼血、消炎、止血薬とし

て、膀胱炎や不眠症に用

いられる。 

 

 

 

 

希少    (ウィキペディア)   

エゾリンドウ 

リンドウ科リンドウ属

の多年草である。日本原

産で、北海道から本州近

畿以北にかけて分布し、

山地の湿地帯に生える。

花期は９～10 月。日が

差すと花が開き、リンド

ウよりも淡い青紫色の

花を咲かせる。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Gentiana_triflora_var._japonica_080910.JPG
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イボクサ 

ツユクサ科イボクサ属

の一年生植物。湿地に生

える雑草で、水田では畦

によく出現する。  

葉の汁をつけると疣（イ

ボ）が取れるといわれて

名付けられた。 

 

ヒガンバナ 

ヒガンバナ科ヒガンバ

ナ属の多年草。曼珠沙華

（マンジュシャゲ）とも

呼ばれる。秋の彼岸頃に

赤い花をつける。地下に

鱗茎がある。アルカイド

毒がある。稲作の伝来時

に土と共に鱗茎が混入

してきて広まったと言

われる。鱗茎は適切に用

いれば薬になり、また水

にさらしてアルカロイ

ド毒を除去すれば救荒

食にもなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カワミドリ 

シソ科カワミドリ属の

多年草。植物体全体に特

有の強い香りがある。秋

に紫色の花が穂状とな

って密につく。茎は四

色、葉は対生。山地の草

地に生育する。 

 

 

 

希少    (ウィキペディア)  

キツネノカミソリ 

ヒガンバナ科ヒガンバ

ナ属の多年生。草本球根

植物。８～９月に黄赤色

の花をつける。明るい林

床や林縁などに自生す

る。早春のまだ他の草が

生えていないうちに狭

長の葉を出して夏頃に

は一旦葉を落とす。毒成

分はリコリンなど。 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Kitsunenokamisori_06c6701svp.jpg
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ツリフネソウ 

ツリフネソウ科ツリフ

ネソウ属の一年草。花期

は夏から秋（山地では 

８月頃から、低地では 

９～10 月）。その花が帆

掛け船を釣り下げたよ

うな形をしていること

や花器の釣舟に似てい

ることが名前の由来と

考えられている。果実は

はじけて種子が飛び散

る。谷や川辺の湿った所

に群生する。 

 

 

 

 

 

ベニバナボロギク 

キク科ベニバナボロギ

ク属の一年草。ひょろり

とした柔らかな草で筒

状の先端が赤くなる花

をつける。日本では第二

次大戦後の帰化植物。山

の荒れ地や刈跡に生え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユウガギク 

キク科ヨメナ属の多年

草。花は淡紫色、中心は

黄色。日当たりのよい草

地や道端などに生える

多年草。地下茎をのばし

てふえるので、群生する

ことが多い。一般には野

菊と呼ばれる種類のひ

とつ。葉にかすかに柚の

香りがすることから「柚

香菊」ともいわれるが、

ほとんど香りはなく由

来は不明。 

 

 

 

 

 

(ウィキペディア) 

 

イヌガンソク 

シダ植物。オシダ科クサ

ソテツ属の大形多年草。

夏緑で冬は枯れる。葉と

は別に胞子をつくる。胞

子葉がある。胞子葉がガ

ンの足に似ている。和名

の由来はクサソテツの

ことを雁足（がんそく）

と言ったことから。これ

は、この種の根本で葉柄

の基部が集まっている

様子を雁の足になぞら

えたことによる。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Pentarhizidium_orientale_inugansoku01.jpg
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希少     (ウィキペディア) 

 

 

 

 

 

ダイモンジソウ 

ユキノシタ科ユキノシ

タ属の多年草。草丈 20

～30 センチ。花は９～

10 月、白。花弁のよう

すが大の字形に見える。

水湿の壁地に生える。 

 

５月上旬から６月中旬、おひた

し、サラダ、ゴマ和えなどの和

え物、天ぷらなどにして食べ

る。 

クサソテツ 

シダ植物。オシダ科クサ

ソテツ属の多年草。夏緑

で冬は枯れる。胞子をつ

くる。胞子葉をつくる。

河川敷や山麓の湿地に

自生する。古くから馴染

み深い山菜のひとつで

あり、コゴミと呼ぶ。春

に渦巻状に丸まった幼

葉を採取する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コウヤワラビ 

シダ植物。オシダ科コウ

ヤワラビ属の多年草。夏

緑で冬は枯れる。湿地に

生える。独特の羽片の幅

が広い栄養葉と球形の

胞子嚢群を含む小羽片

が数珠のように並ぶ胞

子葉をつける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

希少 

ヤマヤブソテツ 

シダ植物。オシダ科ヤブ

ソテツ属の多年草。常緑

で側羽片は 5～10 対が

普通。葉は光沢のない厚

い紙質で、淡緑色。羽片

の基部の耳垂がヤブソ

テツよりはっきりし、羽

片の幅が３㎝以上と広

いのが特徴。 
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希少 

ヤマソテツ 

キジノオシダ科キジノ

オシダ属の多年草。夏緑

性。斜上する根茎から、

葉を放射状に束生する。

葉柄基部は三角形。葉に

は栄養葉と胞子葉の二

型がある。栄養葉は単羽

状で櫛(くし)の歯のよ

うに並び、辺縁にぎざぎ

ざをもつ。ブナ林の林下

に多い。 

 

 

 

(ウィキペディア) 

 

 

 

 

イワガネゼンマイ 

ホウライシダ科イワガ

ネゼンマイ属の多年草。

常緑、大型で、１ｍ以上

になることもある。根茎

は匍匐する。葉脈は平行

で、葉のへりまでとど

く。 

 

クジャクシダ 

シダ植物。ホウライシダ

科ホウライシダ属の多

年草。夏緑で、冬は枯れ

る。和名「孔雀羊歯」は

葉の枝分かれに特徴が

あって、羽状複葉になっ

た枝（羽片）を扇のよう

に広げた姿がクジャク

の尾羽を思わせるのが

和名の由来である。 

 

 

希少 

 

キヨタキシダ 

シダ植物。オシダ科メシ

ダ属の多年草。夏緑で冬

に枯れる。葉柄と中軸に

黒褐色の鱗片がつき、黒

く見える。山の林下に生

える。 
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トラノオシダ 

シダ植物。チャセンシダ

科チャセンシダ属の多

年草。常緑でごく身近に

はえる小型で柔らかい

シダで、細かく分かれた

細長い葉が特徴である。

山間の岩地やガレ場の

ようなところから、人里

の石垣まで幅広く生育

している。 

 

 

 

ベニシダ 

シダ植物。オシダ科オシ

ダ属の多年草。常緑。草

原や明るい林内などに

よく見られる。若葉は赤

いためにこの名があり、

また若い胞子嚢も赤い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミゾシダ 

シダ植物。オシダ科ミ

ゾシダ属の多年草。夏

緑で冬に枯れる。 

低地のやや湿気た所に

生える。根茎は長く這

う。葉柄はやや褐色で毛

が多くつき、基部に三角

状披針形で淡褐色～褐

色の鱗片がつく。 

 

 

 

ジュウモンジシダ 

シダ植物。オシダ科イノ

デ属の多年草。山間部で

見られるやや小型のシ

ダ植物である。葉の形が

十字型に見えるのでこ

の名がある。山間部では

普通なシダである。夏緑

性だが、暖地では冬も葉

がきれいに残る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シシガシラ 

シダ植物。シシガシラ

科シシガシラ属の多年

草。常緑。木陰のやや

湿った斜面にはえる。

林下にごく普通に見ら

れる。はっきりした形

の葉を密集してつける

ので、よく目立つ。日

本固有の種である。 

 

 

 

ヒメシダ 

シダ植物。ヒメシダ科ヒ

メシダ属の多年草。あぜ

や、よく日の当たる湿っ

た草原などに生える夏

緑性のシダ植物。根茎は

長く横走し、先端に黄褐

色で膜質の鱗片をつけ

るが、古い部分は裸出し

ている。葉は直立し、胞

子囊をつける葉が高く

なる。 
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